










　工程から排出される廃棄物の削減に取り組んでまいりました。
特にスクラップの削減に取り組みました結果、廃棄物全体として
前年比８２ｔ（５％）削減しました。

２００７年は汚泥、廃アルカリの再利用を模索してまいりま
したが、いずれも有効な引き取り手が無く、リサイクル率の
向上は図れませんでした。

省資源・リサイクル推進

リサイクル率（％）                 .
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測定項目

府の基準 社内基準 平均値 最大値

 水素イオン濃度（ＰＨ）  5.8-8.6  6.0-8.0       ６．０～８．６

 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）  １６０  ２０ ５．６ １８

 浮遊物質（ＳＳ）  ２００  ２０ ７．６ １９

 ｎ－ヘキサン抽出物質（鉱物油）  ５．０  ３．０ １．８ ３．０

 六価クロム  ０．５  ０．２ ０．０５ ０．４４

 全クロム  ２．０  ０．５ ０．０８ １．６７

 亜鉛  ５．０  ２．０ １．９３ ４．９

 ニッケル  ２．０  １．０ ０．５４ １．９１

 銅  ３．０  １．０ ０．０２ ０．９８

 溶解性鉄 １０．０  ２．０ ０．１４ １．５２

排水濃度状況

  水質汚濁物質につきましては、工業用水の使用量増加の影響を受け、前年度比
１，６２３Ｋｇ 増加しました。
めっき排水処理の高度処理とシステム改善に引き続き取組んでまいります。

規制値 測定値(mg/l)

　めっき排水濃度の不均一と排水処理のバラ
ツキにより一部社内基準を超えた濃度になっ
ています。排水処理システムの改善を進めて
いますが、社内基準以下の濃度を遵守するこ
とができませんでした。
より精度の高い排水処理方法に改善を進めて
まいります。

水質汚濁物質量　　Ｋｇ　　　.
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化学物質管理

２００６年

原材料、資材等名称
年間購入
量

製造品搬
出量

最大潜在
排出量

水系排
出量

廃棄物移
動量

大気放
出量

年間購入量

Ｋｇ／年 Ｋｇ／年 Ｋｇ／年 Ｋｇ／年Ｋｇ／年 Ｋｇ／年Ｋｇ／年

１ １ 亜鉛化合物（亜鉛として） 32,934 26,431 1,145 5,358 46,819

２ ６８ 三価クロム化合物（クロムとして） 2,501 722 171 1,608 3,984

３ １００コバルト（コバルトとして） 1,400 404 96 900 1,495

４ １３２フロン１４１ｂ 9,450 4,725 4,725 4,725 14,450

５ １４５ジクロロメタン（塩化メチレン） 31,800 15,900 15,900 15,900 45,000

６ ２３２ニッケル化合物（ニッケルとして） 7,321 6,664 121 536 8,106

計 85,406 54,846 1,533 29,027 20,625 119,854

番

号

物質

番号

２００７年年間取扱量

  フロン１４１ｂと塩化メチレンの全廃に向けて取組みを行ってきましたが、全廃
にはいたりませんでした。最終目標年である２００８年に廃止に向け施策を講じて
まいります。

化学物質管理（ＰＲＴＲ）

塩化メチレン消費量（Ｋｇ）
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（１ ）事業者名及び代表者名

     事業者名       日東精工株式会社

     代表者名       取締役社長   塩田　展康

（２ ）所在地 （本社工場）

　　〒６２３ －００５４

     京都府綾部市井倉町梅ヶ畑２０ 番地

     ℡ ０７７３ －４２ －３１１１ （代表）

     URL:http://www.nittoseiko.co.jp/

     他に（八田工場） （制御システム工場） （城山工場）

（３ ）事業内容

    ・工業用ファスナー（ねじ類）の製造、販売

    ・各種自動組立機の製造、販売

    ・各種流量計の製造、販売

（４ ）事業の規模（平成１９年１２ 月３１ 日現在）

    ・資本金         ３ ，５２２百万円

    ・売上高        ３７，６６５百万円（連結）

    ・従業員数 　　 　　７５２ 名

    ・敷地面積 １８９ ，４６０ ㎡

    ・延床面積 ７０ ，４０２　 ㎡

（５ ）環境管理関係の責任者及び担当連絡先

 　　　                  　

     

連絡先  ＴＥＬ　 ０７７３ －４２ －８９１５

　　　　 FAＸ 　０７７３ －４３ －２２２７

e-mail:kankyo@nittoseiko.com

発行所 ：全社環境事務局

               生産技術部環境整備課

会社概要

責任者 常務取締役
    〃 　生産技術部長
担当者 生産技術部環境整備課

高倉　正明
芦田　敏明
西田   好郎



お手数ですがこの報告書についてアンケートに回答いただければ幸いに存じます。
メールまたはＦＡＸ にてお寄せください。今後の活動と報告に活用させていただきます。

１ ．この報告書の表現はいかがですか。該当番号を○でお囲みください。

１　　 わかりにくい

２　　 普通

３　　 よくわかる

２ ．この報告書の内容はいかがですか。該当番号を○でお囲みください。

１　　 不十分

２　　 普通

３　　 十分

３ ．日東精工の環境活動についてどう感じられましたか。該当番号を○でお囲みください。

１　　 活動が不十分

２　　 まずまず活動している

３　　 積極的に行っている

４ ．その他ご意見をお寄せください。

ご回答ありがとうございました。

  下記に連絡をお願い致します
      日東精工株式会社
              環境整備課
   　 ｅ - ｍａｉｌ ：ｋａｎｋｙｏ ＠ｎｉｔｔｏｓｅｉｋｏ ．ｃｏｍ
              FAX　 　 ：０７７３ －４３ －２２２７

ア   ン   ケ   ー   ト

ご意見・ご感想をお寄せください




